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興福寺境内案内

主催：放送大学奈良学習センター　 共催：法相宗大本山興福寺　 後援：なら・観光ボランティアガイドの会、朝日新聞社 寺社文化財みらいセンター

2023年11月5日［日］  13：00～16：30（開場12：30）

興福寺会館 180人
〒630-8213 奈良市登大路町48  
Tel.0742-22-7755

申し込み方法   ホームページのみで受付
ウェブサイトの公開講演会ページ申し込みフォームのみで受
付。「放送大学奈良学習センター」で検索し、「公開講座・講演
会」ページへアクセス。
※電話・メール・FAXでは受け付けておりません。定員に達し次第、締め切ります。

問い合わせ先　

放送大学奈良学習センター
〒630-8589  奈良市北魚屋東町  奈良女子大学コラボレーションセンター3F

℡0742-20-7870／月祝除く10：00～17：00 交通案内：近鉄奈良駅から徒歩約5分／JR奈良駅から徒歩約15分 ●なるべく、公共交通機関をご利用ください。

■会場 ■定員・参加費

一般参加歓迎
無料

猿沢池の水面にその雄姿を映す興福寺五重塔
は、創建より五度の焼失と再建をくり返し、その
時代時代に多くの人々が心を尽して再建、ある
いは修復を行い今日に伝えられてきました。いよ
いよ『五重塔・令和大修理』が本格化します。この
比類なき塔の変遷をお話させていただきます。

光明皇后は母の冥福を祈って、興福寺に西
金堂を建立しました。その事業報告が正倉
院文書に残っており、焼失した西金堂の内
部がいかに美しく荘厳されていたか窺い知
ることができます。この資料を読んでみま
しょう。

宮川 久美氏

西金堂─正倉院文書から
見える光明皇后の祈り

五重塔修理工事エリア

五重塔
国宝

奈良学習センター客員教授
（奈良佐保短期大学名誉教授）　法相宗大本山興福寺副貫首　夛川 良俊氏

五重塔の変遷
─令和大修理に向けて


